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広報きょうたなべは、古紙配合率100％
再生紙と大豆油インクを使用しています

男  30，218人（+12） 

平成19年12月1日現在　（　）は前月との比較 

市の人口 市の人口 

女  31，534人（+35） 
合計  61，752人（+47） 

世帯数  23，676世帯（+29） 

老人福祉センター常磐苑　(�62-3643)

老人福祉センター宝生苑(�68-2222)

三山木老人いこいの家(�68-2170)

三山木福祉会館 (�62-0571)

市役所庁舎　(�63-1122�)

施　設　名 

田辺児童館　普賢寺児童館　南山こどもセンター 
 (�63-1081)  (�65-0153)  (�62-4458)

福祉センター　(�62-0457)

社会福祉センター(�65-4961)

中央図書館　(�65-2500) 
北部分室・中部分室を含みます 

女性交流支援ルーム　(�65-3709)

田辺公園などの有料公園施設 
(田辺中央体育館　�62-1501)

野外活動センター (�62-2816)

田辺中央体育館 (�62-1501)

田辺公園プール (�65-3113)
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中央公民館　(�62-2552)

水道部事務所(�62-0414)

北部住民センター (�63-7955) 
中部住民センター (�64-8810)
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京田辺市休日診療所(�63-2662)
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環境衛生線センター緑泉園(�63-1748)

環境衛生センター甘南備園プラザ棟 
「エコパークかんなび」常設展示場（�68-1288)

　市は、12月29日�から平成20年1月6日�まで、業務を休ませてい
ただきます。1月7日�から平常どおり業務を行います。 
　年末年始の主な施設の業務日は、次のとおりです。 

市役所の業務は1月7日�から 
＝休業日 

12/28は午後から休みます 

市役所の業務は1月7日�から 市役所の業務は1月7日�から 

大住児童館(�68-2225)

12/29は午後から休みます 

使用申請事務は12/30～1/4休みます 

使用申請事務は12/30～1/4休みます 

緊急時（水道管の漏水など）の場合は、薪浄水場（�62-8282）へ 

�
府
国
際
セ
ン
タ
ー
と
市

は
、
国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
府
に
お
け
る
こ

れ
ま
で
の
国
際
的
な
文
化
交

流
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
京
都
文
化
の
国
際
性
を

検
証
し
、
歴
史
や
伝
統
を
踏

ま
え
、
芸
術
や
文
化
の
蓄
積

を
活
か
し
た
国
際
交
流
の
あ

り
方
や
進
め
方
、
異
文
化
の

理
解
な
ど
に
つ
い
て
共
に
考

え
る
、
府
南
部
地
域
で
初
め

て
行
わ
れ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

す
。日

時
＝
平
成
２０
年
１
月
２６

日
�
午
後
２
時
〜
４
時
３０
分

場
所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
▼
講
演
…「
歴
史
、

風
景
、
ト
ラ
ス
ト
の
思
想
〜

イ
ギ
リ
ス
を
歩
き
な
が
ら

〜
」。
講
師
は
、
林
望
氏
▼

民
族
音
楽
と
踊
り
（
府
名
誉

友
好
大
使
）
▼
対
談
…
林
氏

と
中
村
順
一
氏
（
国
立
京
都

国
際
会
館
館
長
）

参
加
費
＝
無
料
。
申
込
不

要
問
合
せ
先
＝
�
府
国
際
セ

ン
タ
ー
（
�
０
７
５
・
３
４

２
・
５
０
０
０
）

異
文
化
を
考
え
よ
う 

異
文
化
を
考
え
よ
う

異
文
化
を
考
え
よ
う 

異
文
化
を
考
え
よ
う 

１
月
２６
日
に
国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム 

19,399円 
13,575円 

45,089円 
22,625円 

58,664円 75,304円 13,575円 19,399円 

個人の保険料額の計算方法 

+ ＝ 1年間の 
保険料 

保険料の軽減 

33万円 
33万円+24万5千円×当該世帯に属する被保険者数 
（被保険者である当該世帯主を除く） 
33万円+35万円×当該世帯に属する被保険者数 

総所得金額など合計が次の金額以下の世帯 軽減割合 
7割 

5割 

2割 

最高限度額50万円 所得割額 
（所得所得-33万円万円） 
 ×8.32％ 

所得割額 
（所得-33万円） 
 ×8.32％ 

被保険者 
均等割額 
45,250円 

被保険者 
均等割額 
45,250円 

（上記の均等割額が軽減されます） 

年金収入による年間保険料の目安 

40万円 
（160万円） 

所得 
（年金収入） 

60万円 
（180万円） 

保険料額 

80万円 
（200万円） 

0円 
（120万円） 

117,634円 

240万円 
（120万円） 

【一人世帯の場合】 

軽減は、被保険者と世帯主の所得合計で判定します。世帯主 
が後期高齢者医療の被保険者でない場合でも、軽減判定の 
際、対象になります。65歳以上の人の公的年金などの所得は、 
その所得から15万円を差し引いて判定します。 

【夫婦二人世帯の場合】 

均等割額7割軽減 均等割額2割軽減 

40万円-15万円＝25万円　33万円以下なので7割軽減 
均等割額：45,250円×0.3＝13,575円 
所得割額：（40万円-33万円）×8.32％＝5,824円 
よって、保険料：13,575円＋5,824円＝19,399円 

均等割額7割軽減 均等割額5割軽減 

所得 
（年金収入） 

夫 

妻 

保険料額 

0円 
（120万円）
0円 

（70万円） 

40万円 
（160万円）
0円 

（70万円） 
13,575円 
13,575円 

60万円 
（180万円）
0円 

（70万円） 
夫 
妻 

例）夫の所得60万円、 
妻の所得0円の場合 

60万円+0円-15万円＝45万円　 
57万5千円以下なので5割軽減 
（33万円+24万5千×1人） 

世帯の均等割額：45,250円×0.5＝22,625円 
夫の所得割額：（60万円-33万円）×8.32％＝22,464円 
よって、夫の保険料：22,625円＋22,464円＝45,089円 

妻の所得割額：（0円-33万円）×8.32％＝0円 
よって、妻の保険料：22,625円＋0円＝22,625円 

例）所得が40 
万円の1人世 
帯の場合 

▼
平
成
１９
年
中
に
既
存
の

店
舗
な
ど
を
住
宅
に
改
築
し

た
人
▼
平
成
１９
年
中
に
住
宅

の
敷
地
を
変
更
し
た
人

提
出
・
問
合
せ
先
＝
税
務

課
（
�
６４
・
１
３
１
６
）

均等割額（年額）45,250円／所得割率　8.32％ 

後期高齢者医療の保険料決定 後期高齢者医療の保険料決定 
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
は
、
７５
歳
以
上
（
障
害

認
定
の
６５
〜
７４
歳
の
人
を
含

み
ま
す
）
の
高
齢
者
が
加
入

す
る
後
期
高
齢
者
医
療
の
保

険
料
を
決
定
し
ま
し
た
。
保

険
料
は
一
部
地
域
を
除
き
府

内
で
均
一
で
す
。

被
保
険
者
均
等
割
額
４
万

５
千
２
５
０
円
、
所
得
割
率

８
・
３２
％
。
保
険
料
額
は
、

均
等
割
額
と
所
得
割
額
の
合

計
と
な
り
、
被
保
険
者
一
人

ひ
と
り
に
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
人
あ

た
り
の
年
間
保
険
料
の
限
度

額
は
５０
万
円
で
す
。
所
得
の

低
い
人
や
、
こ
れ
ま
で
被
用

者
保
険
の
被
扶
養
者
と
し
て

保
険
料
の
負
担
が
な
か
っ
た

人
は
保
険
料
の
軽
減
措
置
が

あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
国
保
医
療
課

（
�
６４
・
１
３
７
４
）

与
党
高
齢
者
医
療
制
度
に

関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
、
高
齢
者
医
療
制
度
に

つ
い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

政
府
と
し
て
も
実
施
す
る
こ

と
と
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な

お
、
今
後
、
正
式
に
内
容
が

決
ま
っ
た
段
階
で
改
め
て
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

表
１
の
と
お
り
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
直

前
に
、
健
康
保
険
組
合
な
ど

の
被
扶
養
者
で
、
こ
れ
ま
で

自
分
で
保
険
料
を
払
っ
て
い

な
か
っ
た
人
の
う
ち
、
次
の

人
は
平
成
２０
年
４
〜
９
月
の

６
カ
月
間
は
保
険
料
が
無

料
。
ま
た
、
同
年
１０
月
か
ら

平
成
２１
年
３
月
の
６
カ
月
間

は
、
保
険
料
の
均
等
割
額
が

９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
（
注

１
）。対象

者
＝
▼
７５
歳
以
上
の

人
（
注
２
）
で
、
平
成
２０
年

３
月
３１
日
に
健
康
保
険
組
合

や
政
府
管
掌
保
険
、
共
済
組

合
な
ど
の
被
扶
養
者
の
人
▼

同
年
４
月
１
日
以
降
、
７５
歳

に
な
っ
て
後
期
高
齢
者
医
療

の
資
格
を
得
た
日
の
前
日
に

健
康
保
険
組
合
や
政
府
管
掌

保
険
、
共
済
組
合
な
ど
の
被

扶
養
者
の
人

（
注
１
）
後
期
高
齢
者
医

療
の
資
格
を
得
た
日
の
属
す

る
月
か
ら
２
年
間
、
保
険
料

の
所
得
割
が
無
料
、
均
等
割

額
が
５
割
軽
減
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
措
置
は
そ
れ
に
加
え
て

行
う
も
の
で
す
（
注
２
）
６５

〜
７４
歳
で
一
定
の
障
害
認
定

を
受
け
た
人
を
含
み
ま
す

７０
〜
７４
歳
の
人
の

窓
口
負
担
据
え
置
き

表
２
の
と
お
り
７０
〜
７４
歳

の
窓
口
負
担
が
平
成
２０
年
４

月
〜
平
成
２１
年
３
月
の
間
、

７５
歳
以
上
の 

被
扶
養
者
の 

保
険
料
を
軽
減 

保
険
料
を
軽
減

保
険
料
を
軽
減 

保
険
料
を
軽
減 

窓
口
負
担
増
を
１
年
凍
結 

１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、
同

年
４
月
か
ら
「
２
割
」
に
引

き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
た
だ
し
、
す
で
に

３
割
負
担
の
人
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る

一
定
の
障
害
認
定
を
受
け
た

人
は
除
き
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
国
保
医
療
課

（
�
６４
・
１
３
７
４
）

20年3月まで 

現 役 並 み  
所得者以外  

区　　分 

1 割  

2 0 年 4 月 か ら  

3　　　割 
現 役 並 み  
所 得 者  

1割（2割の予定でしたが、  
1年間1割に据え置かれます。） 

3 割  

表2

20年4月 21年4月 20年10月 

平成20年4月から 
9月まで 

保険料負担を凍結 

平成20年10月から 
平成21年3月まで 

保険料負担を9割軽減 

本来の保険料 

保険料（均等割） 
9割軽減 

後期高齢者医療制度加入直前に 
被用者保険の被扶養者であった人の保険料 表1/

住
宅
用
地
の
土
地
に

税
の
軽
減
措
置
適
用

平
成
２０
年
１
月
１
日
現

在
、
住
宅
用
地
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
土
地
に
は
、
平

成
２０
年
度
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
の
軽
減
措
置
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

次
の
事
項
に
該
当
す
る
土

地
所
有
者
は
、
平
成
２０
年
１

月
３１
日
�
ま
で
に
税
務
課
に

備
え
付
け
の
申
告
書
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

林望（はやしのぞむ）氏

作家・書誌学者。「イギ
リスはおいしい」で日本
エッセイストクラブ賞、
「ケンブリッジ大学所蔵
和漢古書総合目録」で国
際交流奨励を受賞。
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整枝といわれる、摘採面を整え、
翌年の一番茶に古葉や木茎が混入
しないようにするための作業を終
えると、急激な冷え込みにより茶
葉の成長が止まり、茶樹は休眠期
へと入ります。そして春に暖かく
なって、茶樹も休眠から覚め、人
の目には分からない地下部から
徐々に動き出すのです。
この休眠の深さもお茶の品質に
大きく作用します。この休眠は、
寒い地方では深く、暖かい地方で
は、浅めになります。休眠の深い
浅いもお茶の品質に作用し、冬に
ある程度寒い方が良品質のお茶に
なります。
昨年は暖冬でしたが、今年の冬
はどうなるのでしょうか。
問合せ先＝農政課（�64-1362）

国
民
年
金
は
、
現
役
世
代

が
高
齢
者
世
代
の
生
活
を
支

え
る
「
世
代
間
扶
養
」
の
し

く
み
で
す
。
老
後
の
生
活
を

安
心
し
て
過
ご
す
た
め
の
大

き
な
支
え
と
な
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
老
後
だ
け
で
な

く
、
ケ
ガ
や
病
気
な
ど
が
原

因
で
障
害
の
状
態
に
な
っ
た

と
き
や
加
入
者
が
亡
く
な
っ

た
と
き
な
ど
、
万
が
一
に
安

心
し
て
過
ご
す
た
め
の
経
済

的
な
支
え
に
な
り
ま
す
。

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
加
入
し
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
毎
月
の
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
納

め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受

け
取
れ
る
年
金
が
少
な
く
な

っ
た
り
、
受
け
取
れ
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ケ
ガ
や
病
気
で
身

体
に
障
害
が
残
っ
た
場
合
に

支
給
さ
れ
る
障
害
基
礎
年
金

や
、
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た

と
き
に
支
給
さ
れ
る
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
保
険

料
を
納
め
忘
れ
て
い
る
人

は
、
早
め
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
保
険
料
は
、

２
年
を
経
過
す
る
と
時
効
に

よ
り
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

【
納
付
は
口
座
振
替
で
】

納
め
忘
れ
を
な
く
す
に

は
、
手
間
と
時
間
が
省
け
る

口
座
振
替
が
便
利
・
安
心
で

す
。
全
国
の
銀
行
・
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
・
信
用
金
庫
・
農

協
・
漁
協
・
信
用
組
合
・
労

働
金
庫
で
手
続
き
で
き
ま

す
。【免

除
制
度
あ
り
ま
す
】

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料

の
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
、

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
市
民
年
金
課
ま

た
は
京
都
南
社
会
保
険
事
務

所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
▼
市
民
年
金

課
（
�
６４
・
１
３
３
３
）
▼

京
都
南
社
会
保
険
事
務
所

（
�
０
７
５
・
６
４
３
・
２

５
４
７
）

ま
す
。
多
く
の
人
々
が
火
災

予
防
へ
の
理
解
を
深
め
、
事

故
の
な
い
安
全
で
豊
か
な
社

会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ

う
。【ス

ト
ー
ブ
使
用
の
注
意
】

ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
ス
ト
ー
ブ
を
使
い
始
め

る
前
に
は
点
検
を
す
る
②
ス

ト
ー
ブ
の
近
く
に
紙
や
衣

類
・
カ
ー
テ
ン
な
ど
の
燃
え

や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い

③
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ヘ
ア

ス
プ
レ
ー
な
ど
の
引
火
の
危

険
が
あ
る
も
の
は
使
わ
な
い

④
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物

を
干
さ
な
い
⑤
石
油
ス
ト
ー

ブ
に
は
灯
油
以
外
の
も
の
を

給
油
し
な
い
⑥
灯
油
を
補
給

す
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

し
、
あ
ふ
れ
出
な
い
よ
う
に

す
る
。
ま
た
、
給
油
中
は
そ

の
場
を
絶
対
に
離
れ
な
い
⑦

外
出
す
る
と
き
や
寝
る
と
き

に
は
、
必
ず
火
が
消
え
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る

問
合
せ
先
＝
消
防
本
部
予

防
課
（
�
６３
・
７
８
２
６
）

午
後
１
時
を
除
く

縦
覧
場
所
・
問
合
せ
先
＝

普
賢
寺
土
地
改
良
区
事
務
局

（
農
政
課
内
、
�
６４
・
１
３

６
２
）

１
月
１６
日
�
、
立
候
補
者
の

受
付
日
が
１
月
１６
日
�
と
１７

日
�
、
投
票
日
が
２３
日
�
で

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
同
改
良

区
の
定
款
第
９
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
選
挙
人
名
簿
の
縦

覧
を
行
い
ま
す
。

期
間
＝
１２
月
１７
日
�
〜
２０

日
�時

間
＝
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
。
た
だ
し
、
正
午
か
ら
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表

彰

 

◎
京
田
辺
市
歌
謡
昴
会
が

福
祉
の
た
め
に
、
５
万
円

平
成
１８
年
度
の
水
道
事
業

は
、
１
件
当
た
り
の
使
用
水

量
が
、
節
水
傾
向
に
よ
り
伸

び
悩
む
厳
し
い
経
営
状
況
下

に
お
い
て
、
給
水
人
口
の
増

加
と
生
活
様
式
の
多
様
化
に

対
応
し
、
安
全
・
安
心
で
安

定
し
た
水
道
水
供
給
を
図
る

た
め
、
計
画
的
に
送
配
水
管

を
整
備
し
ま
し
た
。

【
平
成
１８
年
度
末
給
水
件

数
】１

万
８
千
２
２
１
件
で
、

対
前
年
度
２
２
４
件
の
増
で

す
。
年
間
配
水
量
は
、
７
７

０
万
５
千
８
６
３
�
（
▼
自

己
水
…
５
１
６
万
１
千
９
８

４
�
、
６７
％
▼
府
営
水
…
２

５
４
万
３
千
８
７
９
�
、

め
、
６
億
２
千
４
８
６
万
９

千
円
（
７７
・
４
％
増
）
と
な

り
ま
し
た
。

一
方
、
消
費
税
を
控
除
し

た
水
道
事
業
費
用
は
１７
億
６

千
９
９
０
万
６
千
円
で
、
前

年
度
と
比
べ
、
２０
・
７
％
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

営
業
費
用
は
、
固
定
資
産

の
増
加
に
伴
う
減
価
償
却
費

の
増
加
な
ど
に
よ
り
１
・

６
％
増
加
し
、
１３
億
４
千
４４

万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
営
業
外
費
用
は
、
基

金
収
益
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
積
立
金
の
増
加
に
よ
り

１
８
９
・
７
％
増
加
し
、
４

億
１
千
９
８
９
万
４
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

【
損
益
の
状
況
】

こ
の
結
果
、
営
業
収
支
段

階
で
は
１
億
９
千
２
０
２
万

４
千
円
の
赤
字
に
な
り
ま
し

た
が
、
営
業
外
収
支
に
お
い

て
基
金
に
よ
り
、
こ
の
赤
字

分
を
補
て
ん
し
た
た
め
、
最

終
損
益
で
は
３
３
９
万
８
千

円
の
利
益
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

【
資
本
的
収
支
の
状
況
】

消
費
税
を
含
む
資
本
的
収

支
の
う
ち
、
資
本
的
収
入
は

６
億
５
千
７
７
２
万
６
千

円
、
資
本
的
支
出
は
９
億
７

千
９
２
６
万
４
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
繰
越
工
事
資
金
控

除
後
の
資
本
的
収
入
額
が
資

本
的
支
出
額
に
対
し
て
不
足

す
る
額
、
４
億
２
千
９
７
１

万
８
千
円
は
、
過
年
度
分
損

益
勘
定
留
保
資
金
・
当
年
度

分
消
費
税
・
地
方
消
費
税
資

本
的
収
支
調
整
額
で
補
て
ん

し
ま
し
た
。

問
合
せ
先
＝
水
道
部
（
�

６２
・
０
４
１
４
）

実
質
赤
字
を
分
担
金
で
補
て
ん 

水
道
事
業
決
算
の
概
要

水
道
事
業
決
算
の
概
要 

水
道
事
業
決
算
の
概
要 

18年度 

市債 
1,806,132千円 

9.2％ 

市債 
1,806,132千円 

9.2％ 

国庫支出金 
2,094,193千円　 
10.6％ 

国庫支出金 
2,094,193千円　 
10.6％ 

市税 
8,773,505千円 
44.6％ 

市税 
8,773,505千円 
44.6％ 

歳入決算額 
19,686,493千円 

歳入の内訳 歳入の内訳 

寄付金 
217,268千円 
1.1％ 
繰入金 

544,804千円 
2.8％ 

財産収入 
30,080千円 
0.2％ 

分担金及び負担金 
305,707千円　1.6％ 
使用料及び手数料 
454,771千円　2.3％ 

繰越金 
271,968千円　1.4％ 
諸収入 
446,798千円　2.3％ 

地方譲与税 
568,004千円　2.9％ 
利子割交付金 
49,563千円　0.3％ 
配当割交付金 
43,187千円　0.2％ 
株式等譲渡所得割交付金 
43,264千円　0.2％ 
ゴルフ場利用税交付金 
25,049千円　0.1％ 
自動車取得税交付金 
153,849千円　0.8％ 
国有提供施設等所在 
市町村助成交付金 
15,793千円　0.1％ 
 

府支出金 
903,291千円　 
4.6％ 

地方交付税 
2,134,751千円　10.8％ 

交通安全対策特別交付金 
12,817千円　0.1％ 
地方消費税交付金 
558,546千円　2.8％ 
地方特例交付金 
233,150千円　1.2％ 

※端数整理により 
　合計が一致しま 
　せん。 

茶 
さ 

苦 
く 

楽 
ら 

れぽ～と 茶 
さ 

苦 
く 

楽 
ら 

れぽ～と 茶 
さ 

苦 
く 

楽 
ら 

れぽ～と 

京田辺玉露 

お茶の木も冬眠します（番外編） 

平
成
１８
年
度
一
般
会
計
の

歳
出
は
、
１
９
３
億
５
千
４

２
７
万
２
千
円
で
、
１７
年
度

と
比
べ
１１
億
９
千
５
６
０
万

７
千
円
（
対
前
年
比
５
・

８
％
）
減
り
ま
し
た
。

主
な
歳
出
は
、
都
市
基
盤

整
備
な
ど
の
投
資
的
経
費
が

２９
億
８
千
７
９
１
万
２
千
円

（
構
成
比
１５
・
４
％
）。
消
費

的
経
費
の
う
ち
人
件
費
が
５３

億
４
千
９
２
４
万
円
（
同

２７
・
６
％
）、
生
活
保
護
な

ど
の
扶
助
費
が
２９
億
２
千
２９

万
６
千
円
（
同
１５
・
１
％
）

で
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
過
去

に
発
行
し
た
市
債
の
元
利
償

還
金
に
要
す
る
経
費
と
な
る

公
債
費
が
２５
億
８
千
１
１
１

万
７
千
円
（
同
１３
・
３
％
）

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１８
年
度
に
行
っ
た
主
な
事

業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
費
＝
▼
女
性
の
相
談

室
・
情
報
提
供
体
制
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
女
性
交
流
支

援
ル
ー
ム
を
設
置
▼
市
と
同

志
社
大
学
な
ど
と
の
連
携
・

交
流
事
業
を
さ
ら
に
推
進
す

る
た
め
、「
地
学
連
携
推
進

事
業
補
助
金
」
を
創
設

民
生
費
＝
▼
河
原
保
育
所

の
建
て
替
え
に
向
け
、
実
施

設
計
を
行
っ
た
▼
市
単
独
で

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設
▼
障
害
者
自
立
支
援

法
に
基
づ
き
、
各
種
サ
ー
ビ

ス
の
給
付
を
行
っ
た
▼
児
童

手
当
の
対
象
者
を
小
学
校
修

了
前
ま
で
に
拡
大
し
た

衛
生
費
＝
▼
子
育
て
期
に

あ
る
女
性
な
ど
へ
の
健
康
支

援
策
と
し
て
、
節
目
（
３０
歳

と
３５
歳
）
に
あ
る
女
性
に
対

す
る
健
康
診
断
を
実
施
▼
ご

み
再
資
源
化
設
備
と
、
ご
み

減
量
・
資
源
化
の
啓
発
施
設

が
一
体
と
な
っ
た
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
の
運
営
を
開
始
し

た
▼
市
環
境
基
本
計
画
を
推

進
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た

「
き
ょ
う
た
な
べ
環
境
市
民

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
」
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年
末
火
災
防
止
運
動

消
防
本
部
で
は
、
１２
月
１５

日
�
か
ら
３１
日
�
ま
で
年
末

火
災
防
止
運
動
を
行
い
ま

す
。特

別
警
戒
＝
▼
消
防
署
…

２１
日
�
〜
２５
日
�
▼
消
防
団

…
２６
日
�
〜
２９
日
�

年
末
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
一
般
家
庭
で
も
火
気
の

使
用
頻
度
が
多
く
な
る
う

え
、
多
忙
に
よ
り
注
意
力
が

散
漫
に
な
り
、
一
層
の
火
災

予
防
の
強
化
が
必
要
と
な
り

老
後
の
生
活
を
支
え
る

老
後
の
生
活
を
支
え
る 

老
後
の
生
活
を
支
え
る

老
後
の
生
活
を
支
え
る 

老
後
の
生
活
を
支
え
る 

受
け
取
り
に
は
保
険
料
納
付
が
必
要 

国民年金 

の
取
り
組
み
を
支
援
し
た

労
働
費
＝
▼
自
転
車
駐
車

場
を
管
理
運
営
し
、
自
転
車

利
用
者
の
利
便
を
図
っ
た

農
林
水
産
業
費
＝
▼
農
業

生
産
の
安
定
確
保
の
た
め
、

農
業
団
体
の
行
う
事
業
に
対

す
る
補
助
や
、
各
種
施
設
整

備
を
行
っ
た

商
工
費
＝
▼
起
業
家
育
成

の
た
め
、
同
志
社
大
学
京
田

辺
校
地
内
あ
る
起
業
家
育
成

施
設(
Ｄ-

ｅ
ｇ
ｇ)

の
入
居
費

を
一
部
助
成
し
た

土
木
費
＝
▼
三
山
木
区
画

整
理
事
業
の
推
進
▼
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
の
た
め
、
耐

震
診
断
士
を
派
遣
し
た
▼
あ

ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
の
実
施

計
画
を
策
定
し
た

消
防
費
＝
▼
北
部
分
署
の

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新

教
育
費
＝
▼
保
護
者
向
け

に
緊
急
情
報
を
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
で
配
信

す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
▼
田

辺
東
小
学
校
北
校
舎
の
耐
震

補
強
お
よ
び
大
規
模
改
造
事

業
の
実
施
設
計
を
行
っ
た
▼

地
区
公
民
館
を
子
ど
も
の
居

場
所
と
し
て
積
極
的
に
活
用

す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
経

費
の
一
部
を
助
成
し
た

１１
月
２９
日
、
東
京
日
比
谷
公
会

堂
で
開
か
れ
た
「
道
路
整
備
の
促

進
を
求
め
る
全
国
大
会
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
大
会
終
了
後
、
特
別

要
望
団
が
編
成
さ
れ
、
そ
の
代
表

と
し
て
埼
玉
県
川
口
市
長
ら
１２
人

の
市
町
村
長
と
と
も
に
、
全

国
９９
・
３
％
の
市
町
村
長
が

署
名
し
た
要
望
書
を
添
え
、

自
由
民
主
党
の
伊
吹
文
明
幹

事
長
、
民
主
党
の
鳩
山
由
起

夫
幹
事
長
な
ど
に
道
路
特
定

財
源
の
堅
持
や
暫
定
税
率
の

維
持
な
ど
、
道
路
整
備
に
か

か
る
財
源
を
確
保
す
る
よ
う

訴
え
ま
し
た
（
＝
写
真
）。

道
路
は
、
生
活
基
盤
の
整

備
だ
け
で
な
く
、
安
心
安
全
・
福

祉
向
上
に
も
つ
な
が
る
根
幹
の
社

会
資
本
整
備
で
す
。
特
に
、
地
域

経
済
の
発
展
に
は
道
路
整
備
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

今
後
も
道
路
財
源
の
確
保
を
国

に
要
望
し
、
市
民
生
活
の
安
全
確

保
の
た
め
、
車
道
・
歩
道
分
離

な
ど
生
活
道
路
の
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
新

名
神
高
速
道
路
・
第
２
京
阪
道

路
・
山
手

幹
線
の
整
備

を
関
係
機
関

と
と
も
に
促

進
し
、
活
力

に
満
ち
た
ま

ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

幹
事
長
に
直
接
要
望

幹
事
長
に
直
接
要
望 

幹
事
長
に
直
接
要
望

幹
事
長
に
直
接
要
望 

自
民
自
民 

民
主
民
主 

自
民
自
民 

民
主
民
主 

幹
事
長
に
直
接
要
望

幹
事
長
に
直
接
要
望 

幹
事
長
に
直
接
要
望 

自
民
自
民 

民
主
民
主 

自
民 

民
主 

道
路
整
備
特
定
財
源
の
堅
持

道
路
整
備
特
定
財
源
の
堅
持 

道
路
整
備
特
定
財
源
の
堅
持 

訂正とお詫び 
広報京たなべ12月1日号「平成18年度ごみ処理統計」 
の文中でごみ総排出量が「22.392トン」とありました 
が「2万2千392トン」の誤りでした。また、次のとおり 
表２中の数値にも誤りがありましたので、お詫びして 
訂正します。 

（誤） （正） 

15,017t 家庭ごみ／年 
1人あたり／年 

排出量 

251.6㎏ 247.8㎏ 

17年度 18年度 
14,782t 

17年度 18年度 
15,017t 14,784t 
247.8㎏ 242.0㎏ 

普
賢
寺
土
地
改
良
区

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

普
賢
寺
土
地
改
良
区
総
代

の
任
期
が
平
成
２０
年
１
月
３０

日
で
満
了
と
な
る
た
め
、
新

し
い
総
代
の
選
出
選
挙
を
行

い
ま
す
。

選
挙
告
示
日
が
平
成
２０
年

３３
％
）
で
前
年
度
と
比
べ

０
・
１
％
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

【
収
益
と
費
用
】

消
費
税
を
控
除
し
た
水
道

事
業
収
益
は
１７
億
７
千
３
３

０
万
４
千
円
で
、
前
年
度
と

比
べ
、
１９
・
８
％
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

営
業
収
益
は
、
受
託
工
事

収
益
が
１
千
６
５
６
万
８
千

円
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
１１

億
４
千
８
４
１
万
９
千
円

（
１
・
８
％
増
）
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
営
業
外
収
益

は
、
分
担
金
収
入
の
増
加
に

加
え
て
、
平
成
１８
年
度
よ
り

基
金
の
制
度
改
正
に
よ
り
基

金
収
益
が
大
き
く
伸
び
た
た

＜ 2  ＞

プ
ラ
ザ
棟
へ
は

路
線
バ
ス
で

新
田
辺
駅
前
４
番
乗
り

場
か
ら
「
穂
谷
行
き
」
京

阪
バ
ス
に
乗
車
し
、「
河
内

峠
」
で
下
車
。「
河
内
峠
」

か
ら
プ
ラ
ザ
棟
ま
で
約
１

０
０
�
で
す
。

【
バ
ス
の
新
田
辺
駅
前
発

車
時
刻
】

▼
午
前
８
時
…
�
分
・

５１
分
▼
午
前
９
時
…
�

分
・
５９
分
▼
午
前
１１
〜
午

後
３
時
…
１
分

※
○
は
学
休
期
運
休

１０
月
の
来
場
者
は

２
６
７
人
で
し
た

１０
月
１
日
か
ら
行
っ
て

い
る
リ
ユ
ー
ス
品
の
常
設

展
示
・
即
売
の
１
カ
月
間

の
来
場
者
数
は
、
２
６
７

人
と
多
く
の
み
な
さ
ん
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
型
家
具
な
ど
は

抽
選
販
売
し
ま
し
た
が
、

そ
の
応
募
者
数
も
４８
件
に

の
ぼ
り
ま
し
た
。
１１
月
５

日
に
１０
月
期
応
募
分
の
抽

選
会
を
行
い
、
一
番
人
気

は
ス
ポ
ー
ツ
用
自
転
車
で

１８
倍
で
し
た
。

布
ぞ
う
り
体
験
教
室

申
し
込
み
の
お
礼

１１
月
２９
日
に
行
い
ま
し

た
「
布
ぞ
う
り
教
室
」
に
、

多
く
の
申
し
込
み
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
収
容
人
員
の
関

係
か
ら
、
受
け
付
け
で
き

な
か
っ
た
人
が
た
く
さ
ん

お
ら
れ
ま
し
た
。
申
し
込

み
方
法
も
再
考
し
、
早
期

に
次
回
の
開
催
が
行
え
る

よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
清
掃
衛
生

課
（
�
６８
・
１
２
８
８
）

エコパーク 
だより 
エコパーク 
だより ＮＯＮＯ8ＮＯ8

一
般
・
特
別
会
計
決
算
ま
と
ま
る
 

18年度 

総
合
計
画
を
着
実
に
推
進

総
合
計
画
を
着
実
に
推
進
 

総
合
計
画
を
着
実
に
推
進

総
合
計
画
を
着
実
に
推
進
 

総
合
計
画
を
着
実
に
推
進

平
成
１８
年
度
一
般
会
計

と
７
つ
の
特
別
会
計
の
決

算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

市
の
財
政
状
況
は
、
今

後
も
税
収
を
含
む
一
般
財

源
の
伸
び
が
期
待
で
き
ず
、

高
齢
社
会
の
進
行
、
都
市

基
盤
整
備
事
業
費
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
急
速
に
悪

化
す
る
な
か
、
簡
素
で
効

率
的
な
行
政
運
営
を
め
ざ

す
「
行
政
経
営
改
革
」
と
、

会 計 区 分  

合 計  

一 般 会 計  

2,015,897 47,385

50,487

32,841,284 436,721

2,689,329 12,812

19,354,27219,686,493 332,221

12,04912,099

23,853

3,800,953

4,562,173

歳 出  差 引 額歳 入  

介 護 保 険  

農業集落排水事業 

公共下水道事業  

松 井 財 産 区  

休日応急診療所  

老 人 保 健  

特

別

会

計

 

国民健康保険 

各会計の決算収支状況 （単位：千円） 

1,968,512

50,381

32,404,563

2,676,517

20,358

3,800,929

4,521,545

50

24

40,628

3,495

106

積
極
的
な
財
源
確
保
と
歳
出

全
般
に
わ
た
る
見
直
し
を
柱

と
し
た
「
財
政
健
全
化
」
を

推
進
す
る
な
か
で
、
第
３
次

京
田
辺
市
総
合
計
画
に
掲
げ

る
施
策
を
着
実
に
進
め
ま
し

た
。一

般
会
計
の
決
算
額
は
、

歳
入
が
１
９
６
億
８
千
６
４

９
万
３
千
円
に
対
し
、
歳
出

は
１
９
３
億
５
千
４
２
７
万

２
千
円
。
こ
の
う
ち
次
年
度

土木費 
3,654,580千円 
18.9％ 

土木費 
3,654,580千円 
18.9％ 衛生費 

1,668,210千円 
8.6％ 

衛生費 
1,668,210千円 

8.6％ 

民生費民生費 
5,275,250千円千円 
27.3％ 

民生費 
5,275,250千円 
27.3％ 

総務費 
2,034,458千円 
10.5％ 

総務費 
2,034,458千円 
10.5％ 

歳出決算額 
19,354,272千円 

歳出の内訳 歳出の内訳 

農林水産業費 
388,589千円 
2.0％ 

議会費 
200,094千円　1.0％ 
労働費 
9,539千円　0.0％ 
商工費 
89,487千円　0.5％ 
諸支出金 
175千円　0.0％ 
 

教育費 
2,339,474千円 
12.1％ 

教育費 
2,339,474千円 
12.1％ 

公債費 
2,581,117千円　千円　 
13.3％ 

公債費 
2,581,117千円　 
13.3％ 

消防費 
1,113,302千円 
5.8％ 

消防費 
1,113,302千円 
5.8％ 

（目的別） 

※端数整理により合計が一致しません。 

へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
１
億

６
千
２
５
６
万
９
千
円
を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
は
、
１

億
６
千
９
６
５
万
２
千
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
の
決
算

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
７

つ
の
会
計
（
松
井
財
産
区
・

老
人
保
健
・
国
民
健
康
保

険
・
休
日
応
急
診
療
所
・
公

共
下
水
道
事
業
・
農
業
集
落

排
水
事
業
・
介
護
保
険
）
す

べ
て
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
状
況

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

問
合
せ
先
＝
企
画
財
政
課

（
�
６４
・
１
３
１
２
）

平
成
１８
年
度
一
般
会
計

の
歳
入
は
、
１
９
６
億
８

千
６
４
９
万
３
千
円
で
、

１７
年
度
と
比
べ
１１
億
２
千

３
１
４
万
５
千
円
（
対
前

年
比
５
・
４
％
）
減
り
ま

し
た
。

全
収
入
の
４４
・
６
％
を
占

め
る
市
税
収
入
は
８７
億
７
千

３
５
０
万
５
千
円
で
、
前
年

よ
り
３
億
８
千
７
９
３
万
７

千
円
（
同
４
・
６
％
）
増
え

ま
し
た
。

市
税
収
入
の
主
な
も
の

は
、
市
民
税
が
３９
億
８
４
９

万
８
千
円
（
同
１２
・
８
％

増
）、
固
定
資
産
税
が
３８
億

１
千
９
１
６
万
１
千
円
（
同

１
・
３
％
減
）、
都
市
計
画

税
が
６
億
９
千
７
５
８
万
６

千
円
（
同
０
・
６
％
減
）
と

な
り
、
市
た
ば
こ
税
は
２
億

８
千
３
２
２
万
９
千
円
（
同

０
・
６
％
減
）
と
な
り
ま
し

た
。
市
税
以
外
の
主
な
収
入

は
、
地
方
交
付
税
が
２１
億
３

千
４
７
５
万
１
千
円
（
同

６
・
５
％
減
）、
国
か
ら
の

支
出
金
が
２０
億
９
千
４
１
９

万
３
千
円
（
同
２７
・
７
％

減
）、
府
か
ら
の
支
出
金
が

９
億
３
２
９
万
１
千
円
（
同

３
・
９
％
減
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
な
ど
か
ら
事
業
資

金
と
し
て
長
期
融
資
を
受
け

た
市
債
は
、
１８
億
６
１
３
万

２
千
円
（
同
２０
・
５
％
減
）

で
す
。

歳 

入 
歳 

出 
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田
辺
民
生
児
童 

委
員
協
議
会 

１２
月
１
日
付
け
で
本
市

の
民
生
委
員
児
童
委
員
が

改
選
さ
れ
、
新
し
い
委
員

が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
担
当
の
地

区
で
活
動
す
る
区
域
担
当

委
員
が
１
２
１
人
、
ま
た
、

児
童
問
題
に
関
す
る
活
動

を
主
と
す
る
主
任
児
童
委

員
が
１０
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
任
期
は
３
年
間
で
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、

子
育
て
か
ら
お
年
寄
り
の

介
護
ま
で
、
福
祉
に
関
す

る
相
談
や
支
援
活
動
を
無

償
で
行
い
、
関
係
機
関
や

関
係
団
体
と
も
連
携
・
協

力
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
い
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
＝

左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉

課
（
�
６４
・
１
３
７
１
、

�
６４
・
１
３
７
２
）

本市では、公共下水道事業特別会計の財政計画を
策定し、財政状況の見通しを立てています。今年度
から事業最終年度（平成
27年度）までの維持管理
費などの収支を見ると、
支出の大半を占めるの
が、市債の元利償還費、
次に流域下水道への負担
金、そして管理費です。
収入では、下水道の使
用料がありますが、それ
だけでは財源が不足する
ため、一般会計（税金）
から繰入（補てん）しな
ければなりません。しか
し、税金に頼らず、使用料を中心に運営できるよう
改善する必要があります。くわしくは下水道課ホー
ムページをご覧ください。
問合せ先＝下水道課（�64-1352）

0

2

4

6

8

10

12

14

16
十億円 

管理費（人件費など）管理費（人件費など） 管理費（人件費など） 

流域下水道負担金流域下水道負担金 
（処理場での処理費用）（処理場での処理費用） 
流域下水道負担金 
（処理場での処理費用） 

市債元利償還費市債元利償還費 市債元利償還費 

使用料使用料 使用料 

その他その他 その他 

一般会計か一般会計か 
らの繰入金らの繰入金 
一般会計か 
らの繰入金 

収入 支出 

今後の維持管理費など（Ｈ19～Ｈ20） 

第4回　今後の財政計画について 

「わがまちの下水道」「わがまちの下水道」 「わがまちの下水道」 シリーズ シリーズ 

お
　
知
　
ら
　
せ 

★中央図書館・北部分室（北部住民センター内）
・中部分室（中部住民センター内）で借りられ
た本も、移動図書館で返すことができます。 
★貸出券は中央図書館・北部分室・中部分室で共
通して使えます。 
★その場で貸出券をお作りしますのでお気軽にご
利用ください。 
★雨天の場合、巡回は中止となります。 

南山東 
高　木 
興　戸 

3:30～4:00
4:20～4:50興戸公民館西200m

松　井 

宮ノ口 

健康村 

江　津 
三山木駅前 

3:00～3:30
3:40～4:10

打　田 4:20～4:50

4:20～4:50
3:40～4:10

4:20～4:50

4:20～4:50
3:40～4:10

3:40～4:10

2:50～3:30

2:50～3:20

多々羅公民館西側 

健康村公民館前 

打田公民館前 
松井里ケ市公園東50m

3:00～3:30

高船農産加工センター前 
天王バス停前 

南山公園 

JA田辺南支店南100m

高木公民館前 

宮ノ口白山公園 
江津公民館前 

高　船 

飯　岡 
山　本 
水　取 

多々羅 
普賢寺公民館前 

天　王 

水取公民館前 
山本出荷場精米所前 

新興戸公民館北50m新興戸 
飯岡バス停前 

普賢寺 

10

17

4:20～4:50

16

巡回日 

18 
� 

9

8

3:00～3:30
3:40～4:10

巡回時間 地区名 駐 車 場 所  

火
　
曜
　
日 

木
　
曜
　
日 

水
　
曜
　
日 

曜日 

1月の移動図書館『かんなび号』巡回表  

『安心、手づくり
常備菜と保存食』
武蔵　裕子／著
ＮＨＫ出版／出版

「
ご
ま
昆
布
」
や
「
鮭
フ

レ
ー
ク
」
な
ど
ご
飯
や
お
弁

当
の
お
か
ず
と
し
て
大
活
躍

の
常
備
菜
や
保
存
食
。
お
店

で
買
っ
て
く
る
の
も
い
い
け

れ
ど
、
自
分
で
作
っ
て
み
る

中央図書館 

中央図書館北部分室 

新しい本の紹介 

中央図書館中部分室 

新
し
い
本
の
紹
介 

中
央
図
書
館
＝
�
６５
・
２
５
０
０
 

中央図書館 

中央図書館北部分室 

新しい本の紹介新しい本の紹介 新しい本の紹介 

中央図書館中部分室 

新
し
い
本
の
紹
介 

強
し
よ
う
）

対
象
＝
小
学
４
〜
６
年

生
。
保
護
者
同
伴
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い

定
員
（
先
着
）
＝
各
実
験
、

午
前
・
午
後
と
も
、
各
１５
人

参
加
費
＝
１
０
０
円

申
込
方
法
＝
参
加
す
る
子

ど
も
と
保
護
者
の
氏
名
・
住

所
・
連
絡
先
・
参
加
希
望
す

る
実
験
名
と
時
間
帯
（
午

前
・
午
後
別
。午
前
・
午
後
、

そ
れ
ぞ
れ
別
実
験
で
の
申
し

込
み
も
で
き
ま
す
）
を
、
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

申
込
開
始
日
＝
１２
月
２０
日

�
。
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日

と
祝
日
、
１２
月
２８
日
�
〜
平

成
２０
年
１
月
６
日
�
は
除
き

ま
す

の
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
。
こ
の
本
で
は
、
ち
ょ

っ
と
し
た
手
間
と
時
間
で
、

お
い
し
く
て
、
安
心
の
常
備

菜
や
保
存
食
の
作
り
方
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

季
節
に
合
わ
せ
、
旬
の
食

材
の
お
い
し
さ
を
閉
じ
こ
め

た
常
備
菜
や
保
存
食
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

猫
と
の
暮
ら
し
を

考
え
て
み
よ
う

猫
は
、
そ
れ
ほ
ど
広
い
場

所
を
必
要
と
せ
ず
、
上
下
に

運
動
が
で
き
れ
ば
、
室
内
で

１
月
１９
日
、
同
大
で

科
学
実
験
教
室

同
志
社
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
科
目
で
は
、「
楽
し
い
科

学
実
験
教
室
」を
開
き
ま
す
。

こ
の
実
験
教
室
は
、
同
科

目
受
講
学
生
６
人
が
企
画
・

運
営
を
し
ま
す
。

日
時
＝
平
成
２０
年
１
月
１９

日
�
▼
午
前
…
午
前
１０
時
〜

正
午
▼
午
後
…
午
後
１
時
〜

３
時場

所
＝
同
志
社
大
学
京
田

辺
校
地

実
験
内
容
＝
▼
お
い
し
い

実
験
（
食
べ
物
の
変
化
を
見

て
み
よ
う
）
▼
つ
め
た
い
実

験
（
液
体
窒
素
で
い
ろ
い
ろ

な
も
の
を
冷
や
し
て
み
よ

う
）
▼
う
ご
く
実
験
（
電
気

と
ロ
ボ
ッ
ト
の
不
思
議
を
勉

131人が委嘱 

主
任
児
童
委
員
も 

任期は3年 

民
生
児
童
委
員
決
ま
る

民
生
児
童
委
員
決
ま
る 

民
生
児
童
委
員
決
ま
る 

申
込
・
問
合
せ
先
＝
同
志

社
大
学
総
務
課
地
域
Ｇ
Ｐ
推

進
室
（
�
６５
・
７
０
０
３
、

�
６５
・
７
０
０
７
、
メ
ー
ル

ア

ド

レ

ス

j
t
-

chii2@
m
ail.doshisha.ac.j

p

）も
十
分
に
飼
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

猫
を
外
出
さ
せ
る
と
、
こ

ん
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

①
交
通
事
故
に
遭
う
②
伝

染
病
に
か
か
る
③
ノ
ミ
、
ダ

ニ
を
持
っ
て
帰
る
④
い
つ
の

間
に
か
子
ど
も
が
で
き
る
⑤

他
の
家
で
糞
や
尿
を
し
た

り
、も
の
を
傷
つ
け
る
な
ど
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
る

こ
う
す
れ
ば
、
室
内
だ
け

で
猫
が
飼
え
る
！
。

①
立
体
的
な
運
動
が
で
き

る
場
所
を
設
け
る
②
ト
イ
レ

の
し
つ
け
を
す
る
③
爪
研
ぎ

対
策
を
す
る
④
屋
外
に
出
て

し
ま
っ
た
と
き
の
こ
と
を
考

え
、
名
札
を
つ
け
る

不
幸
な
猫
を
増
や
さ
な
い

た
め
に
も
無
責
任
な
飼
育

や
、
餌
付
け
な
ど
は
、
絶
対

や
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
＝
環
境
課
（
�

６４
・
１
３
６
６
）


